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SEWB3/00ADによるオブジェクト指向システム開発の流れ

HIPACE(HitachiHigh-Pace)の中のオブジ工クト指向開発標準手順による,上流から下流までの一貫したシステム開発を支援する｡

H_■_(†ニオブジェクト指向開発標準手順に基づくオブ

ジェクト指向分析･設計支援ツール"SEWB3/

00AD''(Software Engineering Workbench3/

Object-Oriented Analysis&Design)を製品化し

た｡開発したツールは,オブジェクト指向分析･設

計二L程を支援する設計ドキュメントのエディタと,

プログラミング工程を‾支援するプログラム自動生成

ツールで構成する｡

この支援ツールは,開発したプログラムの保守作

業を容易にするために,変更個所を特定しやすくす

*日立製作析システム開発研究所 **【+屯製作所ソフトウエア開発本部

る情報や変更作業を軽減するための情報を,プログ

ラムの開発中に蓄積する機能や,プログラム保守の

際にそれらの情報を参照する機能を持つ｡また,既

存のプログラム部品(クラスライブラリと言う｡)を利

円することが開発の生産性を高めるので,その際に必

要なクラスライブラリの設計情報を,プログラムコー

ド内の左義情報(宣言部)から逆生成する機能を持つ｡

以上の機能を持つこの支援ツールを活用すること

により,再利用の容易なオブジェクト指向システム

を短期間で開発することができる｡
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n(まじめに

オブジェクト指向技術が,袖手IJ用性の高いシステムを

構築する技術として注目を集めている｡しかし,再利用

性の高いシステムを構築するためには,オブジェクト指

向プログラミング言語を使輔してシステムを実装するだ

けでは不十分である｡システムを構成するオブジェクト

の仕様を,オブジェクト指向に基づいて分析･設計する

必要があり,そのための技法と,技法を支援するツール

が必要となる｡

日立製作所は,ビジネス分野向けのシステム開発方法

論HIPACEを改訂し,オブジェクト指向開発標準手順を

加え1),それを‾支援する分析･設計支援ツール"SEWB3/

00AD''(図1参照)を開発した｡

オブジェクト指向開発標準手順は,開発手順を最も詳

細に説明したオフヾジェクト指向方法論であるOMT

(ObjectModelingTechnique)2)を基に,再利用を考慮し

た開発体制,分析と設計の明確化などを強化したもので

ある｡00ADは,オブジェクト指向分析･設計を効率よ

く行うエディタと,成果物を下位の工程に引き継ぐため

のプログラム生成機能を備えている｡さらに,00ADで

開発したシステムの再利用と,既存のクラスライブラリ

の利用を容易にするための機能を持っている｡また,

00ADはパソコン(パーソナルコンピュータ)__Lで稼勤

し,成果物をパソコン上に蓄える｡ここでは,00ADに

よる分析設計の支援,下位の工程に引き継ぐための支援,

および再利用の支援について述べる｡
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同 上流工程支援

この章では,オブジェクト指IもJ開発標準手順で用いる

什様害と,00ADによる_L流工程支援について述べる｡

2.1オブジェクト指向開発標準手順で用いる仕様書

オブジェクト指向開発標準手順で構築されたシステム

は,データを格納する属性と,データを操作するメソッ

ドを肝-･体化したクラスで構成する｡オブジェクト指向開

発標準手順では,以下の三種類の仕様書を作成すること

で,クラスの分析･設計を行う｡

(1)オブジェクト陳l

システムを構成するクラスの静的構造を表現する図で

ある｡クラスが持つ属性とメソッド,クラス間の継承･

包含関係などが記述される｡

(2)状態遷移図

クラスの動的な什様を表現する凶である｡クラスの持

つメソッドが呼ばれたときの,クラスの状態の変化が記

述される｡

(3)イベントトレース図

クラス間のメソッドの呼出関係を表現する図である｡

クラスの持つメソッドが呼ばれたときの,他のクラスの

メソッドを呼び出す順序が記述される｡

2.2 00ADによる分析･設計支援

00ADは__L記三種類の仕様書の作成を‾支援するダイ

ヤグラムエディタを備えている｡ダイヤグラムエディタ

は,作成した仕様書が,オブジェクト指向開発標準手順

の規則に従っていることをチェックする機能を備えてい
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図I SEWB3/00ADの画面例
｢オブジ工クト指向開発標準手順+で用い

る仕様書のエディタ,プログラム生成ツー

ルを備え,オブジ工クト指向開発標準手順

によるシステム開発を支援している｡
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図2 仕様書間の設計情報の転記

すでに作成した仕様書の中の設計情報を転記することで,記述誤

りを削減する｡

る｡これによl),クラス間の継承関係がループを形成す

るなどの誤りを早期に発見できる｡

ある仕様書で記述されたクラス名や属件名などの設計

情報が,別の仕様書にも記述されるので,仕様書は相互

に密接に関連している｡開発者は,何度も同じ設計情報

を記述する必要があー),煩わしい｡00ADは,設計情報

の記述を容易にする機能を提供している｡仕様書の作成

時に開発者が記述項目を指定すると,すでに作成した仕

様書の中の該当項Hの一覧がメニュー表示されるので,

メニュー選択によって簡単に記述できる(図2参照)｡こ

れにより,開発者は入力の手間が省けるとともに,ある

仕様書に記述した設計情報を別の仕様書に誤りなく記述

できる｡

巴 プログラミング工程への接続

効率よいシステム開発を実現するためには,分析･設

計_t程の成果物をプログラミング_t程ヘスムーズに引き

継ぐことが重要である｡00ADは,分析･設計工程の成

果物からC＋＋のプログラムを生成する機能を備え,コ

ーディングの_丁数を削減している(図3参月別｡

3.1メソッド生成

オブジェクト指向のプログラムは,属性と属件にアク

テンプレート

生成機能
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メソッド生成 宣言部生成
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メソッド メソッド

宣言部(クラス宣言部,メソッド宣言部)

図3 00ADが提供する生成機能

設計情報から宣言部とメソッドを生成することにより,分析･設

計工程とプログラミング工程の接続を実現している｡

セスするメソッドをカプセル化することにより,クラス

の持っているデータ構造を他のクラスから隠蔽(いんぺ

い)している｡そのため,属性を個々に参照･‾更新するス

テップ数の少ない単純なメソッドが,属性の数だけ必要

となる｡

さらに,ビジネスシステムが扱う業務は,預金残高の

チェックや給与の算出など,さまざまなチェックや計算

に従って遂行される｡このようなチェック･計算を行う

式を,ここでは｢業務ルール+と呼ぶ｡このような業務

ルールは,複数のシステムの開で共通利用することが多

く,再利用件が高い｡

00ADでは,プログラム生成の指示書であるテンプレ

ートと業務ルールからプログラムを牛成することを計内

している｡テンプレートには,生成するプログラムコー

ドと,属性のタイプごとに作成するコードを変えるため

の条件分岐が記述してある｡テンプレートから単純なメ

ソッドを生成する｡これにより,複数のクラスの各属性

ごとに,同じ処理を繰り返しコーディングするような単

純作業が自動化できる｡

一方,業務ルールからデータチェックメソッドや属性

値算什.メソッドなどを生成する｡これにより,さまざま

なビジネスシステムの間で業務ルールが二再利用できるよ

うになる｡

3.2 宣言部生成

オブジェクト凶から,C＋＋のクラス宣言部とメソッ

ド宣言部を牛成する｡オブジェクト図に記述した属性名

やメソッド名が,生成するコードに反映される｡

皿 再利用の容易なシステムの構築支援

再利用を苓易にするには,変'更個所を特定することと,

変更作業を軽減することが必要になる｡00ADでは,こ

れらに必要な情報をシステムの開発小に蓄積しておくた

め,再利用時にはそれらの情報が活用できる｡

4.1変更個所の特定を支援する機能

3章で述べた生成機能により,生成したプログラムと

子1三成に使用した仕様書との間の依存関係を記憶する｡依

存関係を利用することにより,仕様を変更する際に,関

連するプログラムが特定できる｡

4.2 変更作業を軽減する機能

(1)既存クラスを修止する機能

開発者がクラスの属性を変更する場合に,影響が及ぶ

クラス内の宣言部とメソッドを,00ADのプログラム子[

成機能を利用して再生成することが可能である｡f壬三成し
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たプログラムに修止が施されている場合には,軸生成し

たプログラムに,修†ト三結果が山動的に反映される｡これ

により,什様変更によって影響が及ぶ古言部とメソッド

が変‾更できる｡

(2)追加したクラスのメソッドを/[成する機能

既存システムに新たなクラスを追加する際には,既存

システムの処押方式に必:安とされるメソッドを,追加す

るクラスにも備えなければならない場合がある｡例えば,

トランザクション処押や例外処理などを実二呪するシステ

ムにクラスを追加する場介には,追加するクラスにこれ

らの処槻を実現するメソッドを備える必要がある｡しか

し,処稚ノブ⊥てを二叩解したうえで誤りなくメソッドをコー

ディングすることは,既存システムの開発者以外の省に

とっては困雉である｡

00ADで開ヲ邑したシステムは,3.1で述べたテンプレ

ートを使用すれば,クラスを追加した際に,必要とされ

るメソッドを日勤生成できる｡こズtにより,処理方式の

規則を詳細に知らない開ヲ邑者でも,システムを誤りなく

変‾史することができる｡

8 クラスライブラリの活用

クラスライブラリを利=することにより,新税に開ヲ芭

すべきプログラムの蛍を削減することができる｡クラス

ライブラリを基に開発システムで必要なクラスを新規に

設計するためには,クラスライブラリが持っているクラ

ス問の構造を知る必要がある｡

00ADは,クラスライブラリのクラス立言部からクラ

ス1別の構造をよりユするオブジェクト陳tを生成できる｡こ

のオブジェクト映tは,クラスライブラリ内のクラスを二哩

解したり,検索したりする際に利川できる｡また,オブ

ジェクト凶を生成することで,クラス名やクラスが持っ

ているメソッド訂を検索し,さまざまな什様苦へ転記で

きるため,クラスライブラリのマニュアルを検索する手

｢汀Iが箭ける｡

8 稼動環境とシステム構成

00ADはパソコン上で稼動し,作成した仕様書を,サ
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図4 オブジェクト指向システム開発環境の構成

パソコン上で作成した仕様書をサーバ上のリボジトリで管理する｡

ーバに存在するリボジトリに格納する｡オブジェクト指

Ifり環境のシステム構成を図4に示す｡

仕様書の作成,プログラムの生成などの開発作業は,

開発者ごとに所有するパソコン上で行い,作成した仕様

書･プログラムはサーバで共有できる｡C＋＋のプログ

ラミング環境と合わせて使用することにより,生成した

プログラムのコンパイル･テストが可能になる｡さらに,

SEWB3/C＋＋FINDSCOPEを使用することによ-),作

成したC＋＋のプログラムを解析して,クラス名やクラ

ス階層を識別し蓄えることで,プログラムの検索,二1ヰ利

鞘が容易になる｡

呪 おわりに

ここでは,このたび開発したオフやジェクト指向分析･

設計支援ツール"SEWB3/00AD''について述べた｡

SEWB3/00ADは,オブジェクト指向開発標準手順に基

づく什様書の作成を支援するエディタ,プログラム自動生

成機能,Iヰ利何の容妨なシステムを構築する機能,およ

びクラスライブラリの浦川を支援する機能を備えている｡

今後は,00COBOLのプログラム生成を可能にし,

00COBOLのプログラミング環境3)と接続するととも

に,分散システムの開発支援機能を充実させていく考え

である｡
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